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【研究背景】 

本研究室では優れた特性を複数持つカー

ボンナノチューブ(CNT)に注目して研究を

行っている。一般的に、CNTはサイズがナ

ノスケールであり単体での取り扱いが難し

いという問題がある。そのため、我々は CNT

を別の物質に複合させることでこの問題の

解決を図っている。本研究では糸と CNTを

複合させることで糸の持つ柔軟性、しなや

かさを保ちつつ、CNTの特性を有する CNT

複合糸の作製に成功している。この複合糸

は CNT由来の金属的性質または半導体的

性質を示す（作り分け可能）。    

これまでの研究により、金属型 CNT複合

糸と半導体型 CNT複合糸の組み合わせで

「糸によるトランジスタ（糸トランジスタ）」

の作製に成功している。前回は糸トランジ

スタの構造の検討を行い、ドレイン・ソー

ス間電流の制御及び向上の報告を行った[1]。 

 糸トランジスタを作製する際、CNTの複

合量が少ないため、サンプルにより性能の

ばらつきが生じてしまう。この問題を解決

するために、糸への CNTの複合量を増加さ

せる試みを行った。 

 今回はその新しい糸への CNTの定着方

法を報告する。 

【実験方法】 

 従来は複数本の糸が撚られて作られる綿

糸を CNT分散液に浸し、乾燥させることで

CNT複合糸を作製していた[1]。今回はこの

綿糸を一度解き、解いた糸それぞれに対し

て CNTを複合し、糸を撚り直し一本の綿糸

を作製するという手法を試行する。従来の

方法で作製する金属型 CNT複合綿糸と提

案の方法で作製する複合綿糸の抵抗を測定

し比較する。従来の作製方法は、金属型

CNTを分散して作製する濃度が 5%の塗料

（金属型 CNT塗料）60µLをシャーレに滴

下し、5cm長の糸をその塗料に浸した後、

自然乾燥を行い糸に CNTを定着させる方

法である。新規の方法は 5cm長の糸を一度

解き、分離した糸それぞれに対して金属型

CNT塗料を従来の方法と同様の手法で定

着させるものである。ただし、提案手法で

使用する塗料の量は従来手法の量と同量に

なるようにする。また、綿糸だけでなく絹

糸、麻糸、羊毛でも同様の実験を行う。ま

た、これらを用いて糸トランジスタを作製

し、電流電圧測定を行う。 

【実験結果】 

それぞれの複合糸の抵抗値の結果は

Table 1のようになった。提案の方法を取る

ことにより、抵抗値の減少が確認できた。

この比較により、従来の方法で作製した

CNT複合糸よりも新たな方法で作製した

CNT複合糸のほうが多くの CNTを複合し

ていると期待される結果が得られることを

確認した。詳細については講演にて述べる。 
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Table 1 Comparing of resistance values 

Kind of yarn  Former method New method 

cotton 380 Ω/cm 257 Ω/cm 

silk 327 Ω/cm 120 Ω/cm 

hemp 85 Ω/cm 52.5 Ω/cm 

wool 370 Ω/cm 181 Ω/cm 
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